
① 活動費の補助率が 75％から 100%に変更となりました。 

② 予算・決算様式が変更されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 補助金申請・様式の変更点 〉 

 もらえる補助金額の変更はございません。 

 補助対象経費の 25%以上必要であった自主財源部分の領収書の提出が不要となります。 

（例：75 万円の補助金をもらうために、100 万円以上の領収書の提出が必要⇒75 万円以上の領収書の

提出で OKに） 

新しい様式 1-1、11-1（前回の様式旧 1-1、11-1はなくなり、旧 1-2、11-2を集約） 
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Ｒ６年度 

 

補助金以外の収入は 

「事業収入（参加費、売上金、会館使用料収入）」と

「自主財源等（その他の自主財源など）」に変更 

 
活動分野（指定分野、

その他）を変更 

 

感染症対策補助対象

経費、みなし人件費等

算出項目を削除 

 
運営費は、全体事業経費、

補助対象経費を入力 

 領収書の提出量が軽減！！ 



 

 
スタッフ労力積算表

を削除 

 
感染症対策補助経費の

欄を削除 

 
事業収入欄には、「補助金」

「自主財源」の記載は不要 

 
事業収入は当活動で直接収入

のあった金額のみ計上 

 

 

補助対象外経費は、領収書の添付

は不要ですが、金額は記載してく

ださい 

 新しい様式 1-2、11-2（旧 1-3、11-3）の変更点 

 

 

 スタッフ人数記載欄を削除 

 
活動費と同様に、収入欄には「補助金」
「自主財源」の記載は不要 

新しい様式 1-3、11-3（旧 1-4、11-4）の変更点 

 

 

 
事業効果の測定は、対象外

経費のみの場合は、不要 

 


